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ことが報告された（Newman et al. 2016; 






 本研究では、大気微量成分として Aura 




















西風フェーズが崩れている。Newman et al. 







図 1: 2014 年から 2016 年までの南緯 5°か
ら北緯 5°で領域平均した帯状平均東西風
[m s−1 ] の 時 間 発 展 （ 上 JRA-55 、 下
MERRA-2 ）。等値線間隔は 10ms−1。 
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対応は MERRA-2 の方が良いと考えられる。 
 

























































































本研究では、2016 年の QBO の異常に伴っ
て形成された 2 次循環を力学場、大気微量成
分から解析することを目的とした。 
まず、JRA-55 と MERRA-2 の東西風の時間
発展において、 40hPa での東風出現を
MERRA-2 の方が明瞭であった。さらに?̅?∗の
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